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金融再生プログラム
―主要行の不良債権問題解決を通じた経済再生―
（平成１４年１０月３０日 金融庁）

４．今後の対応

また、中小・地域金融機関の不良債権処
理については、主要行とは異なる特性を有
する「リレーションシップバンキング」のあり
方を多面的な尺度から検討した上で、平成
１４年度内を目途にアクションプログラムを
策定する。



金融再生プログラム作業工程表
（平成１４年１１月２９日 金融庁）

４．今後の対応

中小・地域金融機関の不良債権処理につ
いては、「リレーションシップバンキング」の
あり方を金融審議会で検討の上、年度内
を目途にアクションプログラムを策定。



金融審議会における検討

・「リレーションシップバンキングのあり方に
関するWG」を設置。
・審議状況
－第１回： 1月15日（水）
－第２回： 1月28日（火）
－第３回： 2月10日（月）
－第４回： 2月18日（火）
・３月中下旬を目途に報告書の取りまとめ



検討すべき論点

１．中小・地域金融機関の業務の特性とは

２．中小・地域金融機関の機能・役割とは

３．中小・地域金融機関の機能・役割の強
化に向けた取組みとは



検討すべき論点（１－１）

中小・地域金融機関の業務の特性とは

中小・地域金融機関（地方銀行、第ニ地方
銀行、信用金庫、信用組合）には、規模、業
務内容、根拠法等様々なものがあるが、こ
れらの金融機関は、主要行とは異なる行動
原理、特性を有しているのではないか。

＝ リレーションシップ・バンキング



検討すべき論点（１－２）

中小・地域金融機関の業務の特性とは

WGの議論では以下の点を指摘する声が多い。

① 融資先との間において長期継続的なリレーションシッ
プを構築し、それに基づき融資が行われている。
② 業務が特定の地域に限定され、地域密着型のビジネ
ス・モデルである。
③ 中小・零細企業、個人を主な顧客としている。



検討すべき論点（２－１）
中小・地域金融機関の機能・役割とは

① 長期継続的な信頼関係（安定的な資金供給、情報の
内部管理の徹底等）から得られる「情報」を活用して、債
務者企業に対する経営支援等に積極的な役割を果た
すべきではないか。

→ 現状において、審査能力、債権管理能力が十分に発揮されて
いるといえるのか。
→ 借り手企業に付加価値が提供できれば、対価としての金利引
上げなども可能となり、収益力の強化にもつながりうるのではな
いか。



検討すべき論点（２－２）

中小・地域金融機関の機能・役割とは

② 新規起業の育成等地域のエンジンとなる産業育成
のために貢献できるのではないか。

→ 地域と金融の一体的再生に向けて中小・地域金融機関が
果たすべき役割は大きい。



検討すべき論点（３）

中小・地域金融機関の機能・役割の強化に向け
た取組みとは

中小・地域金融機関の機能・役割の強化に向けてど
のような取組みが求められるか。

－ 収益力の強化
－ リスク管理能力の強化
－ 不良債権の処理
－ 監督上の対応強化



本日お伺いしたい事項

エンドユーザーの立場から見た中小・地域
金融機関のあり方とは？

１）中小・地域金融機関とはどのような存在か。主
要行と比べどのような違いがあるか。



本日お伺いしたい事項

エンドユーザーの立場から見た中小・地域金融
機関のあり方とは？

２）以下の点に関する中小・地域金融機関のこれまでの取組みを
どう評価するか。

・融資業務
－中小企業貸出に対する取組み
－地域経済の活性化に向けた取組み
－信用リスクに応じた貸出金利の設定に向けた取組み
－無担保融資への取組み
・その他のサービス（資産運用面のサービス、口座振替、地域貢献事業等）
・経営情報の公開（ディスクロージャー）
・経営の健全性確保（収益性の向上、不良債権の処理）等



本日お伺いしたい事項

エンドユーザーの立場から見た中小・地域
金融機関のあり方とは？

３）今後、中小・地域金融機関はどのような存在であっ
てほしいか。どのような役割や機能を期待するか。
例えば、
・多少金利が高くても無担保の融資を求めるか。
・どのような新たなサービスの提供を期待するか。
・手数料等自己負担をしても提供を求めたいサービスはあるか。
・どのような地域貢献を期待するか。



本日お伺いしたい事項

エンドユーザーの立場から見た中小・地域金融
機関のあり方とは？

４）期待する役割・機能を発揮するためには、今後、中
小・地域金融機関にとってどのような取組みが必要と
考えるか。

５）中小・地域金融機関に対する検査・監督についてど
う考えるか。


